
第４回ＪＲ松山駅周辺まちづくりシンポジウム

みんなでつくろう！ 

まつやま情報文化交流拠点 

松山駅周辺整備事業により松山市が取得する車両基地跡地の利用について、公共ホールや広場

を活用した魅力ある公共空間の整備を重要なプロジェクトに掲げています。この実現に向けて市

民や行政がどのようにまちづくりに関わっていくかを市民のみなさんと一緒に考えるため、各分

野で活躍されている方々をゲストに迎えてシンポジウムを開催します。 

だんだん つながる いいよかん・

       松山らしさのすべてはココから！

平成２７年８月２２日（土）

１３時３０分～１６時３０分（開場・受付 １３時００分）

場所：国際ホテル松山 本館３階 常盤
（事前申し込みが必要です。詳しくは、裏面をご覧ください。）

入場
無料

定員
150名

主催：松山市

第１部（１３：３０～） 

●市長挨拶 

●「松山駅周辺地区車両基地跡地利用に関する 

基本構想」の発表 

●基調講演 

本杉 省三 日本大学理工学部建築学科教授 

～（仮）公共ホールや広場を活用した 

魅力ある公共空間の実現に向けて～ 

＜休憩（約 10 分）＞ 

第２部（１４：４５～） 

●パネル・ディスカッション 

～市民の活動交流を活性化する 

車両基地跡地利用に向けて～ 

【パネリスト】 

本杉 省三 日本大学理工学部建築学科教授 

伊東 正示 ㈱シアターワークショップ代表取締役 

徳永 高志 アートＮＰＯカコア理事長 

永井 由起 元松山駅周辺まちづくり審議会委員 

【コーディネーター】 

加藤 武志 コミュニケーションデザイナー 

●質疑応答 

●閉会（１６：３０） 



【基調講演・パネリスト】 

 本杉
もとすぎ

省三
しょうぞう

日本大学理工学部建築学科教授

1950年、神奈川県横浜市生まれ。日本大学大学院修了後、同大学助手、文化庁文化部嘱

託・非常勤職員（第二国立劇場設立準備調査担当）、ベルリン自由大学演劇研究所留学（DAAD

奨学生）、ベルリン・ドイツオペラ及びシャウビューネ劇場特別研究員等を経て現職。 

劇場に関する研究活動の他、新国立劇場、愛知芸術文化センター、つくばカピオ、なら100

年会館、ビッグハート出雲、Kunstlinie Almere（オランダ）、まつもと市民芸術館、台中国

家歌劇院（台湾）等の劇場計画・設計に関わる。 

【パネリスト】                            【開催概要】 

 伊東
い と う
 正示

ま さ じ
 (株)シアターワークショップ代表取締役    

1952年、千葉県船橋市生まれ。早稲田大学大

学院修了。1983年に㈱シアターワークショップ

を設立し、基本構想から設計監理、管理運営計画、

公演企画、ホール運営まで、劇場の総合プロデュ

ースを行う。 

長野市芸術館(長野県)では構想段階から 50 回

以上のワークショップを運営、市民参加によるホール施設の整備

に多数関与する。 

 徳永
とくなが
 高志

た か し
アートNPOカコア理事長

1958年、岡山県岡山市生まれ。大学院終了後、

松山東雲女子大学教員、高畠華宵大正ロマン館な

どを経て、茅野市民館コアアドバイザー、NPO法

人クオリティアンドコミュニケーションオブア

ーツ理事長、慶應義塾大学大学院非常勤講師を兼

任、博士（文化政策学）。 

本市の道後温泉活性化計画審議会委員や伊予市の文化複合施

設の管理運営検討委員会委員長に任命されている。 

 永井
な が い
 由起

ゆ き
元松山駅周辺まちづくり審議会委員      

松山市在住で、一級建築士。(公社)愛媛県建築士

会 女性委員会委員を務める。松山駅周辺まちづ

くり審議会において、公募委員としてまちづくり

の検討に関わる。 

【コーディネーター】

 加藤
か と う
 武志

た け し
コミュニケーションデザイナー        

1964年、広島県因島市生まれ。名古屋工業大

学建築学科卒業。まち楽房(ラボ)（有）代表取締役。

全国各地で対話を通して人と人の関係を築きな

がら創造的に課題解決し、未来を拓く「まちづく

り（ソーシャル・デザイン）」に取り組む。 

多数の住民参加・協働型プロジェクトやワーク

ショップを手掛け、本市では松山駅周辺まちづくり審議会ファシ

リテーターを担当。 

■日時   
平成 27年８月 22日（土） 
13：30～16：30（13：00受付開始） 

■場所   
国際ホテル松山 本館３階 常盤 
住所：松山市一番町１-13／電話：089-932-5112 

※専用駐車場はご用意しておりません。
※お越しの際は、できる限り公共交通機関をご利用く
ださい。 

■申し込み方法 （８月18日（火）必着） 
下記お申し込みフォームの記載内容を、郵
便、ＦＡＸ、Ｅメール又は電話にてお申し込
みください。 

■お問い合せ先・申し込み先   
松山市都市整備部 松山駅周辺整備課 
Ｔ ＥＬ：089-948-6467 
Ｆ Ａ Ｘ：089-934-1807 
Ｅ-mail：matsuyamaeki@city.matsuyama.ehime.jp
〒790-8571 松山市二番町四丁目７-２ 
松山市松山駅周辺整備課 シンポジウム係

お申し込みフォーム 締切 平成 27 年８月 18 日（火）必着 定員になり次第締め切らせていただきます。

お名前 

ふりがな

ご
連
絡
先

ＴＥＬ  

ＦＡＸ  

ご住所 

(郵便番号 )

Ｅ-mail


